
〈
研

究

論

文

２
〉

預
言
者
的
宗
教
と
神
秘
主
義
的
宗
教

―
―
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
ー
・
ハ
イ
ラ
ー
の
比
較
宗
教
思
想
論
―
―

一
　

は

じ

め

に

ヨ

ハ

ン

・

フ

リ

ー

ド

リ

ッ

ヒ

・

ハ

イ

ラ

ー

（
Ｊｏ
ｈ
ａ
ｎ
ｎ
　
Ｆ
ｒ
ｉｅ
ｄ
ｒ
ｉｃ
ｈ
　
Ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
-

ｅ
ｒ
，
　
１
８
９
２
～
１
９
６
７
」
は
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
や
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
ー
ウ

ら
と
並
び
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
共
和
制
期
を
代
表
す
る
宗
教
学
者
で
あ
り
、
「
宗

教
現
象
学
」
（
Ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
ｐ
ｈ
a
ｎ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｅ
）
や
「
理
解
の
宗
教
学
」

（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔｅ
ｈ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｌ
ｉｇ
ｉｏ
ｎ
ｓ
w

ｉｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆｔ
）

と

い

っ

た

潮

流

に

位

置

づ

け

ら

れ

て

き

た

。

そ

の

研

究

ス

タ

イ

ル

は

、

宗

教

（
現

象

）

の

類

型

論

を

立

て

つ

つ

、

宗

教

の

本

質

を

明

ら

か

に

し

よ

う

と

試

み

る

も

の

で

あ

っ

た

。

本

稿

で
は
、
彼
の
主
著
で
あ
る
『
祈
り
』
を
と
り
あ
げ
そ
の
類
型
論
を
紹
介
し
。

特

に

預

言

者

的

／

神

秘

主

義

的

宗

教

と

い

う

類

型

に

つ

い

て

検

討

を

加

え

た

い

。

な

ぜ

な

ら

、

こ

の

類

型

は

比

較

宗

教

思

想

的

に

重

要

な

意

味

を

持

つ

と

同

時

に

、

そ

こ

に

ハ
イ

ラ

ー

自

身

の

宗

教

思

想

が

反

映

し

て

い

る

と

思

わ

れ

宮
　

嶋
　

俊
　

一

る

か
ら

で

あ

る

。

二
　

ハ

イ

ラ

ー

の

生

涯

と

『
祈

り

』

に

つ

い

て

二

・
一
　

ハ
イ

ラ

ー

の

生
涯

ま

ず

、

本

稿

で

扱

う

ハ
イ

ラ

ー

に

つ

い
て

、

簡

単

に
紹

介

し

て

お
き

た

い
。

フ
リ

ー
ド

リ

ッ

ヒ
・

ハ
イ

ラ

ー

は

一
九

八
二

年

一

月
三

〇

日

ミ

ュ

ン
ヘ

ン

の

敬

虔

な

カ
ト

リ

ッ
ク

の

家
庭

に
生

ま

れ

た
。

一

九

一
一

年

か
ら

一

九

一

八
年

ま

で

ミ

ュ

ン

ヘ

ン
大

学

で
学

ぶ

（
最

初

の

三

ゼ

メ
ス

タ

ー
は

哲

学

部
で

、

そ

の
後
聴
講
生
と
し
て
神
学
部
で
）
。
ハ
イ
ラ
ー
の
学
ん
だ
領
域
は
、
神
学

（
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
、
哲
学
、
ア
ジ
ア
の
諸
言
語
、
お
よ
び

心
理
学
で
あ
っ
た
。
祈
り
の
研
究
（
正
確
な
タ
イ
ト
ル
は
「
神
秘
主
義
に
お

け

る
祈

り
」
）

に

よ

っ

て

一

九

一

八

年

博

士

号

を

取

得

。

そ

れ

は

一

九

一

八

年

に

公

刊

さ

れ

た

『
祈

り

』
（
Ｄ
ａ
ｓ
 

Ｇ
ｅ
ｂｅ
ｔ

， 

Ｅ
ｉｎ
ｅ
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r
ｅ

ｌ
ｉｇ

ｉｏ

ｎ

ｓ
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ

ｈ
ｉ
ｃ
ｈ

ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ

 

ｕ

ｎ

ｄ

　

ｒ
ｅ
ｌ
ｉｇ

ｉｏ

ｎ
ｓ
ｐ
ｓ
ｙ
ｃ

ｈ
ｏ

ｌｏ
ｇ

ｉｓ
ｃ
ｈ
ｅ

 

Ｕ

ｎ

ｔ
ｅ
ｒ
-

ｓ
ｕ
ｃ

ｈ
ｕ
ｎ

ｇ

）

の

一

部

で

あ

っ

た

。

こ

の

著

作

は

一

九

二

三

年

ま

で

の

間

に

第

五

版

ま

で

出

版

さ

れ

た

こ

と

か

ら

も

わ

か

る

よ

う

に

、

ド

イ

ツ

語

圏

で

広

く

受

け

入

れ

ら

れ

た

。

ま

た

同

年

に

は

教

授

資

格

論

文

で

あ

る

『

仏

教

に

お

け

る

瞑

想

』

（
Ｄ

ｉ
ｅ

　
ｂ
ｕ

ｄ
ｄ
ｈ

ｉｓ

ｔ
ｉｓ
ｃ
ｈ
ｅ

　
Ｖ

ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｎ

ｋ
ｕ

ｎ
ｇ

）

を

ミ

ュ

ン

ヘ

ン

大

学

哲

学

部

に

提

出

、

公

刊

し

、

一

九

一

八

年

か

ら

一

九

一

九

年

ま

で

同

大

学

で

宗

教
史
と
宗
教
哲
学
の
私
講
師
を
務
め
る
。
『
祈
り
』
は
当
時
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の

大

司

教

で

あ

っ

た

、

ナ

ー

タ

ン

・

ゼ

ー

デ

ル

ブ

ロ

ム

の

関

心

を

引

き

、

二

人

の

間

で

文

通

が

始

ま

る

。

そ

し

て

、

ゼ

ー

デ

ル

ブ

ロ

ム

は

ハ

イ

ラ

ー

を

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

に

招

い

た

。

ハ

イ

ラ

ー

は

聖

餐

式

に

出

席

し

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

へ

と

「

改

宗

」
、

ま

た

現

地

で

い

く

つ

か

の

講

演

を

行

う

。

そ

の

講

演

は

『
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
本
質
』
（
Ｄ
ａ
ｓ
　
Ｗ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｋ
ａ
ｔ
ｈ
ｏ
ｌ
ｉ
ｚ
ｉ
ｓ
m
ｕ
ｓ

，

１
９
２
０
）

と

し

て

ま

と

ま

め

ら

れ

た

。

た

だ

し

「

改

宗

」

後

も

、

ハ

イ

ラ

ー

は

ロ

ー

マ

・

カ

ト

リ

ッ

ク

教

会

に

脱

会

届

を

出

し

て

い

な

い

。

「

自

分

は

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

で

あ

る

」

と

生

涯

主

張

し

た

が

、

こ

れ

以

降

ハ

イ

ラ

ー

の

教

会

所

属

は

不

明

確

と

な

り

、

カ

ト

リ

シ

ズ

ム

と

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

テ

ィ

ズ

ム

の

間

を

揺

れ

動

く

こ

と

と

な

る

。

そ

し

て

、

こ

の

ギ

ャ

ッ

プ

を

埋

め

る

た

め

に

ハ

イ

ラ

ー

は

エ

キ

ュ

メ

ニ

ズ

ム

運

動

に

傾

倒

し

、

ド

イ

ツ

高

教

会

運

動

に

参

加

、

指

導
的
役
割
を
果
た
す
。
一
九
三
〇
年
か
ら
は
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
運
動
の
雑
誌

と
し
て
『
高
教
会
』
（
Ｈ
ｏ
ｃ
ｈ
ｋ
ｉ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
、
後
に
『
ひ
と
つ
の
聖
な
る
教
会
』

Ｅ

ｉｎ

ｅ

　
ｈ
ｅ

ｉ
ｌ
ｉｇ

ｅ

　
Ｋ

ｉ
ｒ
ｃ

ｈ
ｅ

）

を

発

行

、

そ

の

後

高

教

会

（

福

音

主

義

的

全

キ

リ

ス

ト

教

会

）

統

一

会

長

も

務

め

る

。

一

九

三

〇

年

代

か

ら

四

〇

年

代

に

か

け

て

ハ

イ

ラ

ー

の

交

友

範

囲

は

広

が

り

、

東

方

教

会

や

英

国

国

教

会

に

接

近

す

る

。

次

に

。

こ

の

当

時

の

ア

カ

デ

ミ

ズ

ム

で

の

活

動

を

ま

と

め

て

お

き

た

い

。

ハ

イ

ラ

ー

は

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

へ

と

「

改

宗

」

し

た

も

の

の

、

や

は

り

カ

ト

リ

シ

ズ

ム

へ

の

「

郷

愁

」

は

絶

ち

が

た

く

、

そ

れ

ゆ

え

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

神

学

部

へ

所

属

す

る

こ

と

を

躊

躇

っ

て

い

た

が

一

九

二

〇

年

、

ル

ド

ル

フ

・

オ

ッ

ト

ー

の

招

聘

に

よ

り

マ

ー

ル

ブ

ル

ク

大

学

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

神

学

部

宗

教

史

学

講

座

の

助

教

授

と

な

る

。

ナ

チ

ズ

ム

の

時

代

、

ハ

イ

ラ

ー

の

活

動

は

制

限

さ

れ

た

。

ハ

イ

ラ

ー

は

選

挙

演

説

会

な

ど

で

ナ

チ

ズ

ム

の

反

対

者

と

し

て

活

動

し

た

こ

と

な

ど

も

含

め

て

一

九

三

四

年

に

マ

ー

ル

ブ

ル

ク

大

学

を

追

わ

れ
ク
ラ
イ
ブ
ス
バ
ル
ト
へ
「
左
遷
」
さ
れ
た
。
ハ
イ
ラ
ー
は
こ
の
「
左
遷
」

に

対

し

て

何

ら

積

極

的

な

反

応

を

示

さ

ず

、

そ

の

後

再

び

マ

ー

ル

ブ

ル

ク

大

学

の

哲

学

部

へ

と

移

さ

れ

る

。

戦

後

、

ハ

イ

ラ

ー

は

マ

ー

ル

ブ

ル

ク

大

学

の

再

建

に

あ

た

り

、

一

九

四

五

年

か

ら

一

九

四

六

年

に

か

け

て

哲

学

部

長

の

任

を

務

め

る

。

一

九

四

八

年

か

ら

再

び

神

学

部

の

教

授

と

な

り

、

定

年

退

官

ま

で

活

動

す

る

こ

と

に

な

る

。

ま
た
、
ハ
イ
ラ
ー
は
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
宗
教
史
博
物
館
館
長
．
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
ド
イ

ツ

支

部

長

な

ど

の

職

を

務

め

、

一

九

六

〇

年

に

マ

ー

ル

ブ

ル

ク

で

開

か

れ

た

第

一

〇

回

Ｉ
Ａ

Ｈ

Ｒ

大

会

で

は

主

催

者

の

一

人

と

し

て

活

躍

す

る

。

晩

年

に

は

宗

教

史

の

著

作

で

あ

る

「

過

去

と

現

在

に

お

け

る

人

類

の

諸

宗

教

」

（

Ｄ

ｉｅ

　

Ｒ
ｅ

ｌ
ｉｇ

ｉ
ｏ
ｎ

ｅ
ｎ

　

ｄ
ｅ

ｒ

　

Ｍ

ｅ

ｎ
ｓ
ｃ

ｈ

ｈ
ｅ

ｉ
ｔ
　

ｉｎ

　

Ｖ
ｅ
ｒ
ｇ
ａ

ｎ
ｇ

ｅ
ｎ

ｈ
ｅ

ｉ
ｔ
 

ｕ

ｎ

ｄ

Ｇ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
w
ａ
ｒ
ｔ
，
　
１
９
５
９
）
を
編
著
、
ま
た
宗
教
現
象
学
の
古
典
的
大
著
で
あ
る



『
宗

教

の

現

象

形

態

と

本

質

』
（
Ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉｎ
ｕ
ｎ
ｇ
ｓ
ｆｏ
ｒ
ｍ

ｅ
ｎ

　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｗ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ

ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ
，
　
１
９
６
１
）
を
ま
と
め
る
。
一
九
六
〇
年
、
ハ
イ
ラ
ー
は
マ
ー

ル

ブ

ル

ク

大

学

を

定

年

退

官

す

る

と

、

故

郷

で

あ

る

ミ

ュ

ン

ヘ

ン

へ

と

帰

り

、

ミ

ュ

ン

ヘ

ン

大

学

で

宗

教

史

学

の

客

員

教

授

と

し

て

活

動

す

る

。

一

九

六

二

年

冬

学

期

の

開

講

に

当

た

っ
て

の

就

任

公

開

講

義

で

は

、

ハ
イ

ラ

ー

は

自

ら

の

歩

み

を

「
生

家

へ

の

帰

郷

」

と

呼

ん

だ

。

一

九

六

七

年

四

月

二

八

日

。

故

郷

ミ

ュ

ン

ヘ

ン

で

死

去

し

た

。

二
・
二

「
祈
り
」

に
つ
い
て

次

に
、

ハ
イ
ラ
ー
の
主
著
と
い
え
る
「
祈
り
」

に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を

簡

単
に
確
認
し
て
お
き

た
い
。
こ

の
著
作

は
形

式
的
な
構
成
上

「
序
論
」
、

「
祈
り

の
諸
類
型
」
、「
祈
り
の
本
質

」
の
三
部
分
に
分
け
ら
れ

る
。
そ
し
て
、

そ
れ

ぞ
れ
が
「
祈
り
研
究
の
た
め
の
方
法
論
」
。
「
祈
り
の
類
型
論
」
、
「
祈
り

の
本
質
論
」
を
扱
っ
て
い
る
。
量
的
に
も
質
的
に
も
そ
の
中
心
を
な
し
て
い

る
の
は
「
祈
り
の
類
型
論
」
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
結
論
に
当

た
る
の
が

「
祈

り

の
本
質
論
」
で
あ
る
。
序
論
は
、
Ｉ
・
宗
教
の
中
心
現
象
と
し
て

の
祈
り
、

Ⅱ

・
こ
れ
ま
で
の
祈
り
の
宗
教
学
的
研
究
、
Ⅲ
・
宗
教
学
の
課
題
と
方
法
、

Ⅳ

・
祈
り
研
究
の
資
料
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ

の
「
宗
教
の
中
心
現
象

と
し
て
の
祈
り
」
で
は
、
祈
り
が
宗
教
の
中
心
的
な
現
象
で
あ
る
こ
と
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
研

究
者
、
神
学
者
ら
の
言
葉
を
通
じ
て
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

Ⅱ
の

「
こ
れ
ま
で

の
祈
り

の
宗
教
学
的
研
究

」
で

は
。
ハ
イ
ラ
ー
以

前
の
宗

教
研
究
を
宗
教
史

、
比
較
宗
教
学

、
宗
教
心
理
学
。
宗
教
哲
学
と
い
う
四
つ

の
観
点

か
ら
ま
と
め
て
い
る
が

、
そ
の
内
容
の
詳
細
に
踏
み
込
む
こ
と
は
な

く
、
あ
く
ま
で
簡
単
な
紹
介
と

な
っ
て
い
る
。
Ⅲ
の
「
宗
教
学
の
課
題
と
方

法
」
で

は
、
宗
教
研
究
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
課
題
、
方
法
が
述
べ

ら
れ
、
そ
れ
ら
を
体
系
化
す

る
形
で

ハ
イ
ラ
ー
の
宗
教
学
モ
デ
ル
が
提
示

さ

れ

る
。
Ⅳ

の
「
祈
り
研

究
の
資
料
」
で

は
、
「
祈
り
」

に
お
い
て
用

い
ら
れ

る
資
料
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
が

そ
の
性
格
に
応
じ
て
分
類
さ
れ
る
。

次

に
、
「
祈
り

の
類
型
論
」

に
お
い
て
、

ハ
イ
ラ

ー
は
、
祈
り
を
九
つ

の

類
型

に
分

類
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
類
型
は
、
「
価
値
的
な
視
点
」

に
よ

る

の
で

は
な
く
。
「
心

理
学
的
、
歴

史
的
な

メ
ル

ク
マ
ー
ル
」
に
よ
る
も
の
と

さ
れ
て

い
る
（
Ｄ
Ｇ
　２
３
）
。
す

な
わ
ち
、
祈

り
の
動

機
の
研

究
。
お

よ
び
、

歴
史
的
な
研
究

に
基

づ
い
て
、
祈
り
の
形

式
を
分
類
、
記
述
し
た
も

の
と

さ

れ
る
。
そ
の
九
類
型

と
は
、
Ａ

・
未
開
人
の
素
朴
な
祈
り
、
Ｂ

・
儀
式
の
祈

り
の
決
ま
り
文
句
、
Ｃ
・
讃
歌
、
Ｄ
・
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
宗
教
の
祈
り
、

Ｅ
・
哲
学
思
想
の
祈
り
批
判
と
祈
り
の
理
想
、
Ｆ

・
偉
大
な
宗
教
的
天
才

の

個
人
の
信
仰
に
お
け

る
祈
り
、
Ｇ

・
偉
人
（
詩
人
、
芸
術
家
）
の
個
人
の
祈

り
、
Ｈ
・
礼
拝
に
お
け

る
会
衆

の
祈
り
、
Ｊ

・
戒
律
宗
教
に
お
け

る
宗
教
的

義
務
と
善
き
業
と
し
て

の
個
人

の
祈
り
、
で
あ
る
。

最
後
の
「
祈
り
の
本
質
」
で
、

ハ
イ
ラ
ー
は
右
記
の
九
類
型
に
つ
い
て
ま

と
め
た
の
も
。
そ
れ
ら
の
祈
り

の
多
様
性
を
強
調
す
る

（
Ｄ
Ｇ
　４
８７
）
°

そ
し

て
。
「
こ
う
し
た
対
象

（
＝
祈

り
、
筆
者
注
）
す

べ
て

の
共
通
点

は
何

か
。

こ
う
し
た
あ
ら

ゆ
る
現

象
形
態
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
何
か
。
す
な

わ
ち
、

祈
り
の
本
質
と

は
何
か
」
（
Ｄ
Ｇ
　４
８
９
）

と
い
う
問
い
を
立
て

、
右
記
九
類
型
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を
一
次
的
な
類
型

と
二
次
的

な
類
型

に
分
け

る
。
そ
し
て
、
祈
り
の
本
質
を

問

う
の
だ
が
、
そ
の
際
ま
ず

「
心
理
学
的
」

探
究

に
よ

っ
て
祈
り
の
動
機
を

明
ら

か
に
す
る
。
こ
れ
は
、
「
よ
り
純
粋
で
、

よ
り
価
値

に
満

ち
。
よ
り
喜

び
に
謚
れ
た
生
へ
の
力
強
い
欲
求
」
（
Ｄ
Ｇ
　４
８
９
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
ら

に
根
源
的
な
動
機
を
明
ら

か
に
す

る
た
め
に
は
こ

の
よ
う

な
「
心
理
学
的
」

な
探
求
で

は
な
く
、
「
素
朴

な
祈
り

に
お
け

る
信
仰
の
意
図

を
明
ら

か
に
せ

ね
ぱ
な
ら
ず
、
そ
の
内
面

的
な
心

の
持

ち
方

。
精
神

的
な
目
標
を
理
解
し
、

祈
り
を
魂
の
体
験
と
し
て
基

礎
づ
け
て

い
る
理
念

上
の
前
提

を
明
ら

か
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
右
記
の
問
い
は
、
「
素
朴
な
」
。
何
の
反
省

に
よ
っ
て
も
傷
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
信
者
は
、
祈
る
と
き
に
何
を
考
え
て
い

る
の
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
形
で
問

い
直

さ
れ

る
。
そ
し
て
、

ハ
イ
ラ
ー
は
祈

り

の
体
験
の
構
造
を
つ
く
る
要
素
と
し
て
、
生
き

生
き
と
し
た
人
格
神
の
信

仰
、
神
が
現
実
に
、
直
接
的

に
現
存
し
て

い
る
こ
と

へ
の
信
仰
、
人
間
が
あ

た
か
も
現
に
そ
こ
に
い
る
よ
う
に
体
験
し
て

い
る
神
と
出
会

う
よ
う
な
、
劇

的
な
交
わ
り
の
三
点
を
指
摘
す

る
。

三
　

預
言
者
的
／

神

秘
主

義
的

と
い
う

類
型
に
つ
い
て

三
・
一
　

偉
大
な
宗
教
的
天

才
の
個
人
の
信
仰
に
お
け

る
祈
り

次

に
、
『
祈

り
』

と
い
う
テ
キ
ス

ト
全
体
の
中
で
預

言
者

的
／
神

秘
主
義

的
と

い
う
二
類
型
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

ら
れ
て

い
る
か
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。
既
述
の
通
り
ハ
イ
ラ
ー
の
『
祈
り
』
は
さ
ま
ざ
ま
な
類
型
論
に
よ

つ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
が
、
そ

の
多
く
は
対
比
的
な
二
類
型
の
組
み

合
わ
せ

と
な

っ
て
お
り
、
両
者
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
で

ハ
イ
ラ

ー
は
論
を
展
開
し

て
い
く
。
そ
の
対
比
の
中
で
も
『
祈
り
』
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
の
は
、

「
生
き
生
き
と
し

た
祈
り
／

生
き
生
き
と
し
て

い
な
い
祈
り
」
と

い
う
対
比

で
あ
る
。
こ
れ
は
類
型

と
い
う
よ
り
も
、
価
値
判
断

と
み
な
す
べ
き
も
の
で

あ
る
が
。
前
者
に
属
す

る
の
は
「
未
開
人
の
素
朴

な
祈
り
」
や
「
宗
教
的
天

才
の
個
人
の
祈
り
」
と
い
っ
た
類
型
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
に
属
す
る
の
は

「
哲
学
者

の
祈
り
」
（
祈
り
の
思
想
・
哲

学
）

な
ど
で

あ
る
。
「
宗
教
的
天
才

の
個
人
の
祈
り
」

は
、
一
方
で
「
哲
学
者
の
祈
り
」
と
対
比
さ
れ
る
こ
と
で

、

「
未
開
人

の
素
朴

な
祈
り
」
と
同
様

に
「
生
き
生
き
と
し

た
祈
り
」
と
し
て

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て

い
く
。
ま
た
、
他
方
で
「
未
開
人
の
素
朴

な
祈
り
」
と
対
比

さ
れ

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
そ
の
特
徴
づ
け
が
精
緻
化
さ
れ

る
。
そ
し
て

、
そ
の
「
宗
教
的
天
才
の
個
人
の
祈
り
」

は
預
言
者

的
／

神
秘

主
義
的
と
い
う
二
類
型

に
分
類

さ
れ
る
の
だ
。

三
・
二
　

預
言
者

的
／

神
秘
主
義
的
類
型
に
つ

い
て

「
宗
教
的
天
才
の
個
人
の
祈
り
」

は
預
言
者
的
信
仰
と
神
秘
主
義
的
信
仰
の

二
つ
の
主
要
類
型
か
ら
成
立
し

、
両
者
の
比
較
に
よ
っ
て
論
が
進
め
ら
れ
る
。

こ
の
預
言
者
的
／

神
秘
主
義
的
と
い
う
対

立
は
個
人
の
信
仰
の
類
型
で
あ
る

と
同
時

に
、
預
言
者
的
宗
教
／

神
秘
主
義
宗
教
と
い
う
宗
教
類
型
で
も
あ
る
。

預
言
者
的
宗
教
と
は
実
質
的
に
は
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
を
指
し
て
い
る
。

確

か
に
イ

ス
ラ
ー

ム
も
預
言
者
的
宗
教

に
含

め
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
扱
い



は
二
次
的
で

あ
る
と

い
わ
ざ

る
を
え
な

い
。
ま
た
、
神
秘
主
義
的
宗

教
と
し

て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
、
イ

ス
ラ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
の
神
秘
主
義
に
つ
い

て
論
じ
ら
れ
、
そ
の
時
代
も

さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
超
歴
史

的
、
通

宗
教
的
な
類
型
で
あ

る
（
た

だ
し
、
神
秘
主
義
に
お
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教

神
秘
主
義
の
記
述

が
最

も
厚
い
）
。

ハ
イ
ラ

ー
は
神

秘
主
義
と

い
う
宗

教
現

象
に
つ
い
て
、
共
通
の
神
秘
体
験
そ

の
も
の

は
超
歴
史
的
な
性
格
を
備
え
て

い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
現
象
と
し
て

は
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
述

べ
る
。

ハ
イ
ラ
ー
は
純
粋
な
預
言
者
的
信
仰
も
、
ま
た
純
粋
な
神

秘
主
義
も
ほ
と

ん
ど
現
れ

な
い
と
す
る
が
、
こ
れ
は
。
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型

を
実

際
に
は
理
念

型

と
し
て
把
握
し
て

い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し

、
そ
の
一
方
で

ハ
イ
ラ
ー
は
そ
れ
ら
が
理
念
型
で
は
な
く
、
や
は
り
実
質
的
な
内

容
を
備
え

た
具
体
的
、
歴
史
的
現
象
で
あ
る
と

い
う
理
解
を
も
示
し
て
お
り
、
そ
の
意

味
づ
け
は
揺
れ
て

い
る
。

こ
の
二
類
型

は
、
以
下

に
見
る
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の

メ
ル
ク

マ
ー
ル
が
重
層
的

に
複
合

さ
れ
る
こ
と

に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
諸
宗

教
伝
統
を
そ
の
伝
播
の
範
囲
や
救
済
の
対
象
に
応
じ
て
「
世
界

宗
教
」
や

「
民
族
宗
教
」
と
し
て
類
型
化
し
た
り
、
あ
る
い
は
教
団

と
社
会

と
の
関
わ
り

を
類
型
化
し
た
り
し
て

い
る
、
と
い
う
だ
け
で

は
な
い
。

例
え

ば
。
ト
レ
ル
チ
が
立
て
た
チ

ャ
ー
チ
／

セ
ク
ト
／

ミ
ス
テ
ィ

シ
ズ

ム
と

い
う

類
型

は
、
神
秘
主
義
を
特
徴
づ
け
た
類
型
と
い
う
意
味
で

は
確
か
に

ハ
イ
ラ

ー
の
預
言
者
的
／
神
秘
主
義
的
と
い
う
類
型
と
類
似
し
て
い
る
が
ヽ
ト
レ
ル

チ
が
チ

ャ
ー
チ
や

セ
ク
ト
と
い
っ
た
教
団
類
型
と
の
対
比
で

ミ
ス
テ
ィ

シ
ズ

ム
を
捉
え
て
い
る
の
に
対
し
、

ハ
イ
ラ
ー
の
類
型

は
「
信
仰
」
類
型
に
基
づ

い
て

い
る
と
い
う
点
で

違
い
が
あ
る
。

こ
こ
で
、
神
秘
主
義
的
／

預
言
者
的
と

い
う
類
型

を
対
比
す
る
際
に

ハ
イ

ラ
ー
が
用
い
て
い
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
列
挙
し
て
み
ょ
う
。
(
1
)
倒
歴
史
的
発
生
。

(
2
)
心
理
的
根
本
体
験
、
(
3
)
そ
れ
以
外
の
心
理
的
特
徴
、
(
4
)
神
観
念
、
(
5
)
歴
史

へ
の
評
価
、
(
6
)
権
威
へ
の
態
度
、
(
7
)
罪
と
救
済
、
(
8
)
倫
理
へ
の
態
度
、
(
9
)
社

会
的
共
同
体
へ
の
態
度
、
(
1
0
)
文
化
と
世
界
へ
の
態
度
、
(
1
1
)
来
世
へ
の
希
望
、

劭
神
秘
主
義
の
二
元
論
と
預
言
者
的
宗
教
の
二
元
論
、
そ
し
て
(
1
3
)
「
最
終
特

徴
」
で
は
、
そ
れ
ら
の
諸
特
徴
が
ま
と
め
ら
れ
る
。

次
に
こ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
概
略
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
(
1
)
歴
史
的
な

成
立
過
程
で
は
、
神
秘
主
義
的
／

預
言
者
的
な
信
仰
を
生
ん
だ
宗
教
史
的
な

背
景
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
諸
宗
教
伝
統
と
神
秘
家

（
お
よ
び
神
秘

主
義
思
想
）
／
預
言
者
と
の
関
わ
り
を
示
し
た
も
の
だ
。
そ
し
て
(
2
)
お
よ
び

(
3
)
は
宗
教
体
験
の
類
型
で
あ
り
、
ハ
イ
ラ
ー
の
宗
教
体
験
論
が
展
開
さ
れ
る
。

(
4
)
は
神
観
念
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
神
表
象
の
対
比
で
あ
る
。
(
5
)
は
歴
史
の

問
題
だ
が
、
主
と
し
て
啓
示
の
問
題
が
主
題
化
さ
れ
る
。
(
6
)
権
威
へ
の
態
度

は
、
信
仰
者
と
教
会
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
(
7
)
罪
と
救
済
は
、
両
類
型
の
罪

観
念
と
救
済
観
念
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
れ
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
形
で
(
8
)
倫
理

へ
の
態
度
が
問
題
化
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
(
9
)
社
会
的
共
同
体
へ
の
態
度
は
、

両
信
仰
類
型
の
共
同
体
形
成
力
の
問
題
。
(
1
0
)
文
化
と
世
界
へ
の
態
度
は
。
文

化
的
創
造
力
や
結
婚
な
ど
社
会
制
度
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
。
(
1
1
)
来
世
へ
の
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希

望
は
、
両
信
仰
類
型
の
来
世
観
の
相
違

に
つ

い
で
で
あ
り
、
宗
教

（
あ
る

い
は
教
団

）
の
類
型
で

は
な
く
、
宗
教
者
個
人
の
心
理
、
宗
教
性
、
宗

教
思

想
の
類
型
で
あ
る
。
さ
ら
に
(
1
2
)
神
秘
主
義
の
一
元
論
と
預
言
者
的
宗
教
の
二

元

論
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
が
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的
諸
観
念

の
特
徴

に
つ
い
て

論
じ
ら

れ
て

い
く
。

四
　

考
　

察

こ
の
よ
う
に
、
預

言
者
的
／

神
秘
主
義
的
と

い
う
類
型
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
ル

ク
マ
ー
ル
の
複
合
に
よ
り
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
宗
教
思
想
、
宗
教

行
為

、
さ
ら
に
宗

教
集
団
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の
メ
ル
ク
マ
ー

ル
で

あ
る
こ
と
が

わ
か
る
が
、
こ
れ
ら
は
さ
ら
に
整
理
し
て

い
く
こ
と

が
で

き
る
。
本
稿
で
は
(
5
)
～
(
9
)
ま
で
の
対
比
軸
を
個
人
主
義
と
共
同
体
主
義
と
い

う
観
点
か
ら
整
理
し
直
し
て
み
た
い
。
(
5
)
は
歴
史
の
問
題
、
主
と
し
て
啓
示

の
問
題

が
主
題
化

さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
共
同
体
的
な
宗
教
伝
統
と
個
人
と

の
関

わ
り
方
、
よ
り
正
確

に
い
え
ば
宗
教
伝
統
へ
の
個
人
的
体
験
の
位
置
づ

け

方
の
対

比
で

あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
信
仰
者
の
宗
教
体
験

を
共
同

体
の
歴
史
の
中
に
位
匠
づ
け
、
ま
た
そ
の
中
で
体
験
の
意
味
づ
け

を
解

釈
し

て

い
く
の
が
「
預

言
者
的
」
で
あ
り
、
逆

に
救
済
史
が
超
歴
史
的
・
個

人
的

な
宗
教
体
験
を
も
た
ら
す
た

め
の
手
段
と
さ
れ
る
の
が
「
神
秘
主
義

的
」
と

い
う
こ
と
だ
。
ま

た
㈲
権
威
へ
の
態
度
と
は
、
や
は
り
宗
教
伝
統
に
よ

っ
て

形

成
さ
れ
て
き
た
宗

教
的
権
威
に
対
す
る
宗
教
者
個
人
の
態
度
で
あ

る
。
宗

教
体
験
が
超
歴
史
的
・
個
人
的
な
も
の
と
さ
れ
れ
ば
、
宗
教
的
権
威

か
ら

は

自
由
で

あ
り
、
ま

た
教
会
は
自
ら
の
宗

教
生
活
を
庇
護
す
る
た
め
の
手
段
と

し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て

い
く
。

(
7
)
罪
と
救
済
と
(
8
)
倫
理
へ
の
態
度
は
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

す

な
わ
ち
、
預
言
者
的
宗
教
に
と

っ
て

の
罪

は
共
同
体
的
・
倫
理
的
な
価
値

秩

序
や

規
範
か
ら
の

逸
脱
で
あ

り
。

神
秘
主
義
的

宗
教
に
と

っ
て

の
罪

は

「
自
然
な
熱
情
の
生
と
衝
動

の
生
を
屈
す
る
こ
と
な
く
味
わ
う
こ
と
」
で

あ

り

、
「
素
朴

な
生
の
肯
定
。
生

の
享
楽
、
世

界
の
喜
び
、

そ
し
て

そ
れ
ら

か

ら
引
き
起
こ

さ
れ

る
こ
と
」
と
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
も
や
は
り
、
親
共
同

体
的
な
宗
教
思
想
と
、
脱
共
同
体
的
な
宗

教
思
想
の
対
比
と
し
て
捉
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
相
違
は
い
ず
れ
も
(
9
)

「
社

会
的
共

同
体
へ
の
態
度
」

に
よ
っ
て

基
礎
づ
け

ら
れ
て

い
る
、
あ
る
い

は
逆
に
「
社
会
的
共
同

体
へ
の
態
度
」
を
基
礎
づ
け
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
(
1
0
)
「
文
化
と
世
界
へ
の
態
度
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、

神
秘
主
義

は
修
道
会
制
度
に
よ

っ
て
守
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
も
一
つ
の
共
同

体
で

は
あ

る
が
、
よ
り
大
き
な
社
会
・
世
界
を
前
に
し
た
と
き
に
、
や
は
り

脱
共
同
体
的
と

い
う
性
格
を
も

っ
て

い
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
。
(
1
)
歴
史
的
成
立
過
程
に
お
い
て
示
さ
れ
た

宗

教
史
認
識
、
す
な
わ
ち
、
預
言
者
的
宗

教
が
歴
史
的
に
成
立
し
、
ま
た
そ

れ
が
さ
ら
な
る
預
言
者
・
宗
教
改
革
者

た
ち
に
よ
り
継
承
・
発
展
し
て
い
く

と
同
時

に
、
そ
の
宗
教
伝
統
の
思
想
や
行
為
を
継
承
し
つ
つ
、
脱
共
同
体
的

な
志
向
を
も

っ
た
個
人
・
集
団
が
「
神
秘

主
義
」
と
し
て
現

れ
て
く
る
と
い

う
歴
史
認
識
も
理
解
で
き
る
の
だ
。
こ
こ
で
、
宗
教
の
要

件
と
し
て
共
同
体



の
存
在
を
前
提
と
す
れ
ば
、
預
言
者
的
宗
教
を
い
わ
ゆ
る
「
宗
教
」
と

し
て

理
解
し
、

ま
た
そ
の
預

言
者
的

宗
教
と

の
関

わ
り
方

に
お

い
て

「
神
秘
主

義
」
と
い
う
現
象
が
捉
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
、

ハ
イ
ラ

ー
の
神
秘
主
義
論

に
は
、
一
つ
の
目
的
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
神
秘
主
義
を
諸
宗
教

に
通
底
す
る
現
象
と
捉
え
る
こ
と
で

、
そ
れ

を
キ
リ
ス
ト
教
諸
宗
派
、

さ
ら

に
は
諸
宗
教
の
統
一
へ
の
足
が
か
り

と
位
置

づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
ハ
イ
ラ
ー
は
い
う
。
「
神
の
神
秘
的
理
念
は
ま
た
、

諸
教
会
、
諸
宗
教
、
相
互
の
関
係

に
と

っ
て
も
非
常
に
重
要

な
意
味
を
も

っ

て
い
る
。

そ
れ
は
単

に
キ
リ

ス
ト
教
相
互
の
み
な
ら
ず
、
全
世
界

の
諸
宗
教

の
間
に
真

の
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
［
教
会
合
同
運
動
］
を
打
ち
立
て
る
の
で
あ

る
。
キ
リ
ス
ト
教
会
の
神
秘
家
た
ち
も
、
す
べ
て
の
偉
大
な
諸
宗
教
の
神
秘

家
た
ち
も
、
同
じ
一
つ
の
聖
な
る
神
秘
を
体
験
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
神
秘
主
義

理
解

は

ハ
イ

ラ
ー
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
。

エ

キ

ュ
メ
ニ
カ
ル
な
運
動

に
力

を
注
い
だ

ハ
イ
ラ

ー
に
と

っ
て
は
、
と
り
わ
け

重
要
な
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
し
て

、
上
述
し

た
「
共
同
体
」
の
問
題
は
、
や

は
り

ハ
イ
ラ

ー
の
実
践
的
な
関
心

へ
と
結
び
つ
く
。
「
神
秘
家

た
ち
は
、
彼

が
そ
こ
で
訓
練
を
受
け

た
そ
の
制
度

的
宗
教
集
団
を
超
え
て
進
む
の
で
あ
る
。

…
…
神
秘
家
は
、
神

の
啓
示

を
自
然

の
中

に
見
、
一
人
の
人
の
魂
の
中
に
見
、

ま
た
す
べ
て
の
人

の
魂

の
中

に
見

る
が
、
し

か
し
た
だ
一
つ
、
歴
史
の
中
に

の
み
見
て
い
な
い
。
…
…
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
預
言
者
的
宗
教
は
、
は
る

か
に
広
い
視
野
を
有
し
て

い
る
。

ユ
ダ
ヤ
教
、
イ

ス
ラ

ム
教
、
キ
リ
ス
ト
教

…
…
こ
れ
ら
は
す
べ
て
神
秘
主
義
的
救
済
宗
教
の
よ
う
な
、
彼
岸
の
宗
教
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
終
末
論
的
宗
教
な
の
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
に
。
ハ
イ

ラ
ー
に
と

っ
て
神
秘
家
の
存
在
は
、
制
度
的
な
宗
教
を
離
れ

た
宗
教
性
を
評

価
す
る
た
め
の
重
要
な
論
拠
と
な
っ
た
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
な

ハ
イ
ラ
ー
自
身
の
実
践
的
関

心
を
離
れ
て
、
そ
の
有

効
性

に
つ

い
て
あ
ら
た
め
て
考
え

る
な
ら
ぱ
、
神
秘
主
義
的
／

預
言
者
的
と

い
う
類
型
は
、

い
わ
ゆ
る
預
言
者
的
宗
教
、
と
り
わ
け

キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史

を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
捉
え
て
い
く
た
め
に
は
有
効
で
あ
る
と
し
て
も
、
諸
宗

教
を
比
較

。
分
析
す
る
た
め
の
概
念
と
し
て
妥
当
性
を
有
し
て

い
る

か
、
さ

ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
神
秘
主
義
／
預
言
者
的
宗
教
と
い

う
類
型
化

に
よ

っ
て
。
キ
リ
ス
ト
教
史
を
捉
え
て
い
く
た
め
の
一
視
角
が
与

え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ

う
が
、
そ
れ
が
通
宗
教
的
な
比
較
考

察
へ
と
ど
こ
ま
で
汎
用
可
能
な
の
か
、
考
え
て
み
な
け
れ
ぱ

な
ら
な

い
。

類
型
化
と
は
、
個
別
具
体
的
な
現
象
を
一
段
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
で
捉
え
返

す
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ

に
よ

っ
て
個
別

的
・
歴
史
的
現
象
を
理
解
す

る
た
め

の
「
枠
組
み
」

を
与
え

る
こ
と

と
い
え
る

だ
ろ
う
。

例
え

ば
、

ウ
ィ
リ

ア

ム
・
ペ
イ
ド
ン
は
「
宗
教
を
単
に
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
と
し
て
見
る
の
で
は
な

く
。
こ
れ
ら
す

べ
て

の
伝
統

に
存
在
す

る
類
型
的
な

表
出

の
様
式

と
し
て

見
」
て
、
「
こ
れ
ら

の
様
式
を
精
査
す
る
」
こ
と
に
よ
り
、
「
も
ろ
も
ろ
の
宗

教
の
世
界

が
い
か
に
成
り
立

っ
て

い
る
か
を
理
解
す
る
た
め
の
枠
組
み
が
与

え
ら
れ
」
る
と
言
う
。
神
秘
主
義
的
／
預
言
者
的
と
い
う
類
型
に
よ
っ
て
、

キ
リ
ス
ト
教
史
を
あ

る
観
点
か
ら
捉
え
返
す
こ
と
が
可
能
と
は
な
る
が
、
そ

れ
が
通
宗

教
的
な
現
象
で
あ
り
、
か
つ
実
体
的
・
歴
史
的
な
現
象
で
あ
る
と

預言者的宗 教と神秘主義的宗 教55



考
え
て
し
ま
う
こ
と
に
は
問
題
が
残

る
で

あ
ろ
う
。

（

１

）
　

Ｍ

ｅ
ｎ

ｓ
ｃ

ｈ

ｉ
ｎ

ｇ

，
　

Ｇ

ｕ

ｓ

ｔ
ａ
ｖ

，
　

Ｇ

ｅ
ｓ

ｉｃ

ｈ
ｔ
ｅ

　

ｄ
ｅ
ｒ

　

Ｒ

ｅ

ｌ
ｉｇ

ｉｏ
ｎ
ｓ

ｗ

ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ

ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ

ｔ
，

　

Ｕ

ｎ

ｉ
-

ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｔ
＆
ｔ
ｓ
ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｇ

，

Ｂ
ｏ
ｎ
ｎ
，
　
１
９
４
８
（
下
宮
守
之
訳
『
宗
教
学
史
』
創
造
社
、
一

九

七

〇

年

）

参

照

。

（
２
）
　
Ｈ
ｅ
ｉ
ｌ
ｅ
ｒ

，

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
r
i
ｃ
ｈ

，

Ｄ
ａ
ｓ
　
Ｇ
ｅ
ｂ
ｅ
ｔ
.
　
Ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
ａ
ｎ
ｄ

ｒ
ｅ

ｌ
ｉｇ

ｉ
ｏ
ｎ

ｓ
ｐ

ｓ
ｙ
ｃ

ｈ
ｏ
ｌｏ

ｇ

ｉｓ
ｃ

ｈ
ｅ

　
Ｕ

ｎ

ｔｅ

ｒ
ｓ

ｕ
ｃ
ｈ
ｕ

ｎ

ｇ

，
　
Ｍ

ｔ
ｉｎ

ｃ

ｈ
ｅ

ｎ

　
１
９

２
３

　
５

．
Ａ

ｕ

ｆ
ｌ

．

な

お

、

同

書

か

ら

の

引

用

頁

数

は

Ｄ

Ｇ

の

略

号

で

。

本

文

中

（
　

）

に

記

し

た

。

（

３

）
　

ゼ

ー

デ

ル

ブ

ロ

ム

に

宛

て

た

書

簡

の

中

で

、

ハ

イ

ラ

ー

は

当

時

の

状

況

を

次

の

よ

う

に

振

り

返

っ

て

い

る

。

（

一

九

一

八

年

三

月

一

五

日

）

「

私

が

カ

ト

リ

ッ

ク

信

仰

者

と

し

て

、

と

て

も

理

解

に

充

ち

た

共

感

を

持

っ

て

ル

タ

ー

の

人

格

や

福

音

主

義

的

な

信

仰

に

惹

か

れ

て

い

る

こ

と

を

、

あ

な

た

は

驚

か

れ

る

で

し

ょ

う

。

そ

れ

が

き

っ

か

け

と

な

っ

て

、

私

は

あ

な

た

に

自

分

の

精

神

的

な

展

開

の

い
く
つ
か
を
お
伝
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
厳
格
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の

家

庭

に

生

ま

れ

。

き

わ

め

て

幼

い

頃

か

ら

熱

心

に

カ

ト

リ

ッ

ク

の

典

礼

に

参

加

し

て

お

り

ま

し

た

。

・
・
・
・
・
・
ギ

ム

ナ

ジ

ウ

ム

時

代

の

最

後

の

年

、

私

の

精

神

的

な

危

機

が

始

ま

り

ま

し

た

。

当

時

私

は

い

つ

も

ギ

リ

シ

ア

語

訳

の

新

約

聖

書

に

取

り

組

ん

で

い

ま

し

た

が

、

モ

の

結

果

、

私

に

は

聖

書

批

評

的

・

教

義

史

的

な

問

題

が

き

わ

め

て

深

刻

に

襲

い

か

か

り

ま

し

た

。

カ

ト

リ

ッ

ク

教

義

の

土

台

が

私

の

中

で

揺

ら

ぎ

ま

し

た

。

こ

の

こ

ろ

、

ロ

ー

マ

か

ら

反

近

代

主

義

の

要

請

が

届

き

ま

し

た

。

当

時

。

数

え

切

れ

な

い

ほ

ど

多

く

の

友

人

・

知

人

が

良

心

の

葛

藤

に

苦

し

ん

で

い

ま

し

た

が

、

そ

れ

を

改

宗

や

解

釈

に

よ

っ

て

切

り

抜

け

、

そ

し

て

そ

の

葛

藤

は

消

え

て

い

き

ま

し

た

。

…

…

私

に

と

っ

て

は

職

業

の

問

題

で

。

最
初
の
苦
悩
に
充
ち
た
揺
ら
ぎ
が
訪
れ
ま
し
た
。
神
学
研
究
と
聖
職
へ
と
極
め

て

強

く

傾

き

な

が

ら

、

内

面

的

に

は

公

的

な

教

会

制

度

に

異

議

を

抱

え

て

い

ま

し

た

。

こ

の

二

つ

に

割

れ

た

魂

の

気

分

の

中

で

、

私

は

大

学

で

の

研

究

を

始

め

た
の
で
す
」
。
Ｍ
ｉ
ｓ
ｎ
ｅ
ｒ
，
　
Ｐ
ａ
ｕ
ｌ
　
（
Ｈ
ｒ
ｓ
ｇ
．
）

。

Ｆ

ｒ

ｉｅ

ｄ
ｒ

ｉｃ
ｈ

　

ｖ
ｏ

ｎ

　

Ｈ

ｕ

ｇ

ｅ
ｌ

　

―

Ｎ

ａ

ｔ
ｈ
ａ

ｎ

　
Ｓ
ｏ

ｄ
ｅ
ｒ

ｂ
ｌｏ

ｍ

　
―

　
Ｆ

ｒ

ｉｅ

ｄ
ｒ

ｉｃ
ｈ

　

Ｈ

ｅ
ｉ
ｌｅ
ｒ

：

　
Ｂ

ｒ

ｉｅ
ｆ
ｗ

ｅ
ｃ
ｈ
ｓ
ｅ
ｌ
　

１
９

０

９
-

１

９

３

１

，

Ｐ
ａ

ｒ
ｄ

ｅ
ｒ

ｂ
ｏ

ｍ

，
　
１

９
８

１

，
　
Ｓ

．
８

１
-

８
２

．

（

４

）
　

こ

れ

ら

の

研

究

か

ら

宗

教

学

と

の

出

会

い

ま

で

を

、

ゼ

ー

デ

ル

ブ

ロ

ム

に

宛

て

た

書

簡

の

中

で

、

ハ

イ

ラ

ー

は

次

の

よ

う

に

回

想

し

て

い

る

。

（

一

九

一

八

年

五

月

一

五

日

）

「

私

は

最

初

、

セ

ム

文

献

学

と

ア

ー

リ

ア

系

文

献

学

を

、

次

い

で

哲

学

と

心

理

学

を

学

び

ま

し

た

が

、

本

当

の

満

足

を

一

度

も

見

い

だ

す

こ

と

が

出

来

ま

せ

ん

で

し

た

。

私

が

最

も

好

ん

だ

研

究

は

つ

ね

に

神

学

で

し

た

。

し

か

し

、

少

な

く

と

も

教

会

と

表

面

的

な

妥

協

が

可

能

に

な

り

そ

う

だ

と

い

う

希

望

の

中

で

、

私

は

三

ゼ

メ

ス

タ

ー

目

か

ら

神

学

部

学

生

と

し

て

登

録

し

ま

し

た

。

し

か

し

、

私

が

聞

い

て

い

た

の

は

、

私

の

精

神

的

な

隣

人

で

あ

り

、

さ

ら

に

ド

イ

ツ

で

最

も

有

能

な

カ

ト

リ

ッ

グ

教

義

史

家

で

あ

る

ア

ダ

ム

教

授

や

、

批

評

的

旧

約

解

釈

学

者

で

あ

る

ゲ

ッ

ツ

ベ

ル

ガ

ー

の

講

義

だ

け

で

し

た

。

そ

れ

以

外

の

講

義

は

私

に

は

退

屈

で

し

た

。

生

命

を

失

っ

た

教

義

に

す

ぎ

ま

せ

ん

で

し

た

（

私

に

と

っ

て

は

精

神

的

に

ま

っ

た

く

異

質

の

ま

ま

で

あ

り

続

け

た

こ

れ

ら

の

神

学

者

た

ち

も

、

礼

儀

と

し

て

、

私

の

博

士

論

文

で

引

用

す

る

こ

と

が

必

要

で

し

た

）
。

そ

の

よ

う

な

神

学

へ

の

激

し

い

空

腹

は

、

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

神

学

を

個

人

的

に

研

究

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

和

ら

ぎ

ま

し

た

。

ニ

ゼ

メ

ス

タ

ー

目

に

、

テ

ィ

ー

レ

の

宗

教

史

教

本

の

改

訂

版

を

手

に

し

ま

し

た

。

私

に

と

っ

て

そ

れ

は

、

半

分

暗

記

し

て

し

ま

う

ほ

ど

の

魅

力

に

溢

れ

て

い

ま

し

た

。

こ

の

本

は

私

に

、

あ

な

た

の

そ

れ

以

外

の

著

作

や

、

比

較

宗

教

学

へ

の

道

を

示

し

て

く

れ

ま

し

た

。

そ
れ
は
私
の
傾
向
に
ぴ
っ
た
り
で
し
た
」
。
Ａ

．
ａ
．
ｏ
．
,
　
Ｓ
．
８
２
-
８
３
．

（

５

）

預

言

者

的

／

神

秘

主

義

的

と

い

う

類

型

の

詳

細

に

つ

い

て

は

、

拙

稿

「

フ

リ

ー

ド

リ

ッ

ヒ

ー

ハ

イ

ラ

ー

の

『

祈

り

』

に

お

け

る

預

言

者

的

／

神

秘

主

義

的

と

い
う
類
型
に
つ
い
て
」
『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
八
九
号
、
二
〇
〇
四
年
三

月

、

二

二

＝

〒

二

四

二

頁

を

参

照

。

ま

た

拙

稿

「

ハ

イ

ラ

ー

の

宗

教

理

論

］

預

言
者
的
／
神
秘
主
義
的
と
い
う
類
型
に
つ
い
て
」
『
宗
教
研
究
』
第
三
三
九
号
、

二

〇

〇

四

年

三

月

、

九

四

四

一

九

四

五

頁

も

参

照

。
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（
６
）
　
ト
レ
ル
チ
の
類
型
に
つ
い
て
は
赤
池
憲
昭
「
教
団
と
し
て
の
宗
教
―
―
教
団

類
型
論
を
中

心
と
し
て
」
（
井
門
富

二
夫
編

『
講
座
宗
教
学
３
　

秩
序

へ
の
挑

戦
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七

八
年
。
一
六
〇
一

二
二
九
頁
が
詳
し
い
。

（
７
）
　
以
下

の
分
析
は
、
拙
稿
「

ハ
イ
ラ
ー
の
宗
教
理
論

］
預
言
者
的
／

神
秘
主
義

的
と
い
う
類
型
に
つ
い
て
」
『
宗
教
研
究
』
第
三
三
九
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、

九
四
五
頁
を
参
照
。

（
８
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
「
古
典
的
宗
教
現
象
学
に
お
け
る
『
宗
教
』

―
―
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ラ
ー
を
例
に
」
島
薗
進
・
鶴
岡
賀
雄
編
『
〈
宗

教
〉
再
考
』
二
〇
〇
四
年
一
月
。
ぺ
り
か
ん
社
、
七
三
～
八
八
頁
参
照
。

（
９
）
「
神

秘
主
義

に
お
け

る
神
の
理
念
」
『
宗
教
研
究
』
一
五

八
号
、
一
九
五
九
年
、

二
〇
一

ニ

ー
頁
。

（
1
0）
　
同
右
、
二
二
頁
。

（
1
1
）
　
以
下
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ラ
ー
の
『
祈

り
』
に
お
け
る
預
言
者
的
／
神
秘
主
義
的
と
い
う
類
型
に
つ
い
て
」
『
大
正
大

学
研
究
紀
要
』
第
八
九
号
、
二
○
○
四
年
三
月
。
二
二
三
～
四
頁
を
参
照
。

（
２
）
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｅ
・
ペ
イ
ド
ン
（
阿
部
美
哉
訳
）
『
比
較
宗
教
学
』
、
東
京
大

学
出
版

会
、
一

九
九
三
年

、
二
三
五
頁
。

（
み

や
じ

ま

・
し

ゅ

ん

い

ち
、

宗

教

学

、

大

正

大

学

非

常

勤

講

師

）
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